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可
決
さ
れ
た議

案
事
項

平
成
25
年
度
　
施
政
方
針

「
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
」、「
教
育
文
化
の

振
興
と
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」、「
社
会
福

祉
等
の
充
実
」、「
交
通
基
盤
等
生
活
環
境

の
整
備
」
に
取
り
組
み
、「
町
民
が
輝
き
、

活
力
と
潤
い
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
に
向
け
て
ま
い
進
す
る
。

　

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
は
、

３
月
５
日
か
ら
15
日
ま
で
の
11

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
、

上
程
さ
れ
た
議
案
や
陳
情
の
一

部
を
除
き
可
決
し
ま
し
た
。

●
和
泊
町
空
き
家
等
の
適
正
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

所
有
者
等
に
対
し
て
、
空
き

家
等
の
適
正
管
理
を
促
し
、
生

活
環
境
の
保
全
及
び
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
条

例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
防
災
行
政
無
線
通
信

施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

和
泊
町
防
災
行
政
無
線
通
信

施
設
の
整
備
に
伴
い
、
条
例
の

制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
自
然
環
境
保
全
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

希
少
野
生
動
植
物
の
保
護
を

視
野
に
入
れ
た
条
例
の
制
定
が

必
要
と
な
っ
た
た
め
、
条
例
を

全
部
改
正
す
る
も
の
。

●
和
泊
町
地
域
交
流
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
等
の
基
準
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
等
の
基
準

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

介
護
保
険
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
営
住
宅
及
び
共
同
施

設
の
整
備
基
準
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

公
営
住
宅
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
町
道
の
構
造
の
技
術

的
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
町
道
に
設
け
る
道
路

標
識
の
寸
法
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
準
用
河
川
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

河
川
法
の
一
部
改
正
に
伴
い

条
例
の
制
定
を
行
う
も
の
。

●
和
泊
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

区
長
報
酬
額
の
見
直
し
に
伴

う
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

●
和
泊
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

条
　
例

3期目に出馬表明
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時
間
外
手
当
の
支
給
額
の
計

算
方
法
を
、
労
働
基
準
法
に
準

拠
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

●
和
泊
町
乳
幼
児
医
療
費
助
成

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

県
の
準
則
に
基
づ
い
て
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
。

●
和
泊
町
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
題
名

等
の
改
正
に
伴
い
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

●
和
泊
町
道
路
占
用
料
徴
収
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正

に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

●
和
泊
町
都
市
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

都
市
公
園
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

●
和
泊
町
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

下
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
。

●
和
泊
町
用
品
調
達
基
金
条
例

を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

用
品
を
集
中
管
理
す
る
こ
と

の
意
義
が
希
薄
と
な
っ
た
事
に

よ
り
、
廃
止
す
る
も
の
。

●
武
山
初
枝
教
育
振
興
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

　

寄
付
者
遺
族
の
意
思
を
尊
重

し
、
基
金
を
有
効
的
に
活
用
す

る
た
め
、
和
泊
町
奨
学
基
金
に

編
入
し
、
廃
止
す
る
も
の
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
給
食

セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
等
普
通
建

設
事
業
費
の
前
倒
し
予
算
計

上
及
び
事
業
費
確
定
に
伴
う

執
行
残
の
減
額
等
で
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
２
１
４
，

８
１
７
千
円
増
額
し
予
算
の
総

額
は
７
，６
６
１
，６
１
１
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）

　

歳
入
で
、
療
養
給
付
費
交
付

金
の
増
額
、
保
険
税
、
国
庫
支

出
金
及
び
県
支
出
金
の
減
額
、

歳
出
で
保
険
給
付
費
、
共
同
事

業
拠
出
金
及
び
保
健
事
業
費
の

減
額
等
の
予
算
措
置
で
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
３
４
，
３
４
１
千

円
減
額
し
、
予
算
の
総
額
は
１
，

０
８
５
，
１
３
５
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）

　

歳
入
で
、
県
支
出
金
、
繰
入

金
の
増
額
、
国
庫
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
及
び
保
険
料
の

減
額
、
歳
出
で
、
保
険
給
付

費
、
地
域
支
援
事
業
費
の
減
額

等
の
予
算
措
置
で
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
７
，
４
６
７
千
円
減
額

し
、
予
算
の
総
額
は
８
４
４
，

８
４
０
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

　

下
水
道
建
設
費
等
の
減
額
の

予
算
措
置
で
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
６
，
４
６
８
千
円
減
額

し
、
予
算
の
総
額
は
２
２
７
，

５
６
８
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　

公
課
費
等
の
減
額
の
予
算
措

置
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
，

伊地知実利町長

補
正
予
算
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６
１
１
千
円
減
額
し
、
予
算
の

総
額
は
２
７
０
，
１
１
４
千
円
。

●
平
成
24
年
度
和
泊
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　

歳
入
で
、
保
険
料
の
増
額
、

歳
出
で
、
広
域
連
合
納
付
金
の

増
額
等
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

７
０
３
千
円
増
額
し
、
予
算
の

総
額
は
７
７
，
７
４
１
千
円
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
３
号
棟

新
築
工
事
（
建
築
本
体
）　　
　

　
（
㈱
池
下
建
設
）

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
４
号
棟

新
築
工
事
（
建
築
本
体
）
１
工

区　
（
㈱
町
田
建
設
）

町
営
住
宅
喜
美
留
団
地
４
号
棟

新
築
工
事
（
建
築
本
体
）
２
工

区　
（
㈱
盛
建
設
）

●
和
泊
町
介
護
予
防
拠
点
施
設

「
ス
マ
イ
ル
館
に
ゃ
ー
と
ぅ
」
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

社
会
福
祉
法
人　

和
泊
町
社

会
福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者

に
指
定
。

●
和
泊
町
介
護
予
防
拠
点
施
設

「
ふ
れ
あ
い
館
ガ
ジ
ュ
マ
ル
」
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ガ

ジ
ュ
マ
ル
を
指
定
管
理
者
に
指

定
。

●
平
成
23
年
度
奄
美
自
治
会
館

管
理
組
合
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

　

奄
美
自
治
会
館
管
理
組
合
の

解
散
に
伴
う
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法

施
行
令
第
５
条
の
準
用
に
よ
り

認
定
を
求
め
る
も
の
。

●
和
泊
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

事
業
費
及
び
事
業
量
の
変
更

等
に
伴
い
変
更
す
る
。

●
専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て

（
鹿
児
島
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
減
少
及
び
同
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
並
び

に
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
）

●
和
泊
町
総
合
体
育
館
建
設
に

伴
う
武
道
場
併
設
に
つ
い
て

●
沖
永
良
部
島
内
輸
血
用
血
液

備
蓄
に
係
る
行
政
支
援
の
依
頼

（
陳
情
書
）
に
つ
い
て

●
犯
罪
の
未
然
防
止
活
動
の
推

進
に
関
す
る
決
議

指
定
管
理
案
件

そ
の
他

採
択
さ
れ
た
陳
情

意
見
書
・
決
議(

議
員
提
出
含
む)

契
約
案
件

●
交
通
事
故
防
止
に
関
す
る
決

議
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平成25年度　当初予算可決
総額　8,077,089,000円

一般会計総額　5,492,548,000円

特別会計総額　2,584,541,000円
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今
年
は
任
期
満
了
を

迎
え
る
町
長
選
挙
が
７

月
に
あ
る
が
、
自
身
で
振
り
返

っ
て
み
た
時
、
過
去
７
年
余
の

伊
地
知
実
利
町
政
を
ど
の
よ
う

に
自
己
評
価
し
て
い
る
か
。

　

財
源
等
の
関
係
で
先

延
ば
し
さ
れ
た
事
業
も

あ
る
が
、
農
業･

漁
業
施
設
の

導
入
、
保
健
福
祉
政
策
の
推
進
、

教
育
施
設
及
び
教
育
機
器
の
整

備
、
上
水
道
硬
度
低
減
化
施
設

の
整
備
、
農
地
・
水
環
境
保
全

向
上
対
策
事
業
の
導
入
、
公
営

住
宅
等
住
環
境
の
整
備
、
Ｓ
Ｓ

Ｔ
Ｖ
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
防
災
行

政
無
線
施
設
の
整
備
、
隔
年
お

き
に
開
催
す
る
各
字
と
の
行
政

懇
談
会
等
、
町
民
や
議
会
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に

実
施
し
て
き
た
。
計
画
し
た
事

業
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ

て
き
て
お
り
、
就
任
以
来
、
全

体
と
し
て
は
概
ね
順
調
に
町
政

を
推
進
す
る
こ
と
が
出
来
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

現
在
取
り
組
み
半
ば

で
や
り
残
し
て
い
る
政

策
課
題
は
あ
る
か
。
又
、
こ
れ

だ
け
は
自
分
の
手
で
や
り
遂
げ

た
い
と
考
え
て
い
る
政
策
課
題

は
あ
る
か
。

　

農
業
漁
業
の
生
産
基

盤
、
交
通
基
盤
、
生
活

環
境
の
整
備
、
学
校
施
設･

教

育
機
器
の
充
実
等
に
つ
い
て
は
、

今
後
と
も
継
続
し
て
整
備
充
実

に
努
め
て
い
く
。
今
後
の
課
題

と
し
て
、
東
日
本
大
震
災
以
降

疲
弊
し
て
い
る
花
き
産
業
を
始

め
と
し
た
農
業
の
振
興
に
努
め

る
と
と
も
に
、
現
在
実
験
農
場

で
取
り
組
ん
で
い
る
新
品
種
の

普
及
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
町
民
が
安
心
安
全
に
生
活

で
き
る
防
災
行
政
を
含
め
た
町

づ
く
り
の
核
と
な
る
拠
点
施
設

と
し
て
、
築
58
年
を
経
過
し
た

行
政
庁
舎
の
建
設
と
、
町
民
か

ら
要
望
の
多
い
総
合
体
育
館
を

は
じ
め
そ
の
他
の
体
育
施
設
整

備
へ
向
け
て
、
町
民
の
意
見
を

広
く
聴
き
な
が
ら
、
財
源
の
確

保
に
努
め
、
具
体
的
な
建
設
計

画
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

町
内
に
お
け
る
地
域

間
格
差
（
学
校
区･

字

運
営･

人
口
等
）
を
ど
う
と
ら

え
、
そ
の
解
消
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

　

以
前
か
ら
集
落
規
模

や
学
校
区
規
模
に
格
差

が
あ
っ
た
が
、
近
年
特
に
少
子

高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
に
よ

り
町
全
体
の
人
口
は
減
少
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
数
も
激
減
し

て
い
る
。
平
成
24
年
度
か
ら
、

大
城
小
学
校
１
ク
ラ
ス
、
内
城

小
学
校
２
ク
ラ
ス
の
複
式
学
級

が
始
っ
た
。
住
宅
政
策
と
し
て

平
成
23
年
度
か
ら
空
き
家
再
生

事
業
を
導
入
し
て
、
定
住
促
進

を
図
る
ほ
か
、
現
在
喜
美
留
団

地
の
立
て
替
え
工
事
を
進
め
て

い
る
が
、
そ
の
完
成
後
は
内
城

団
地
の
立
て
替
え
を
計
画
し
て

い
る
。
集
落
ご
と
の
規
模
の
格

差
を
解
消
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

振
興
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
と

も
字
民
の
一
体
感
の
醸
成
と
活

力
あ
る
集
落
の
構
築
の
た
め
、

地
域
と
町
が
一
緒
に
な
っ
て
考

え
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

つ
い
て
支
援
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
の
行
政
を
預
か

る
長
と
し
て
、
職
員
に

求
め
る
公
務
員
と
し
て
の
心
構

え
、
あ
る
べ
き
姿
勢
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か
。

　

常
々
私
が
職
員
に
言

っ
て
い
る
こ
と
は
、
全

体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
責
任
感

と
情
熱
を
持
ち
、
常
に
人
間
と

し
て
の
成
長
を
志
す
旺
盛
な
向

上
心
を
持
つ
職
員
で
あ
る
と
同

時
に
、
住
民
に
身
近
な
役
場
職

員
と
し
て
地
域
住
民
に
信
頼
さ

れ
る
人
間
性
豊
か
な
職
員
で
あ

る
こ
と
。
町
民
が
主
役
で
あ
る

と
の
認
識
を
持
ち
、
す
べ
て
の

町
民
に
対
し
て
公
正
、
公
平
、

誠
実
に
対
応
し
、
対
話
や
交
流

を
通
し
て
町
民
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
、
町
民
と
と
も
に
歩
む

一　般　質　問
平成25年（３月）第１回議会定例会

桂　　弘一議員

町
長
の
政
治
哲
学
、
政
治
理
念
、
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

問答

問答

様々な種類の切り花の研究を行う実
験農場（写真：上向きで開花する品
種登録申請中のゆり）

問答

問答
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職
員
。
高
い
問
題
意
識
を
持
ち
、

自
ら
の
責
任
で
行
政
課
題
に
挑

戦
す
る
意
欲
を
持
ち
、
自
主
性
、

自
立
性
、
創
造
性
に
溢
れ
、
正

確
な
知
識
と
豊
か
な
経
験
、
優

れ
た
セ
ン
ス
と
情
報
収
集
能
力

を
持
ち
、
広
い
視
野
で
時
代
に

対
応
で
き
る
政
策
形
成
能
力
の

高
い
職
員
。
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
町
民
に
親
切
に
対
応
し
、
安

心
感
を
与
え
ら
れ
る
職
員
。
常

に
緊
張
感
を
持
ち
、
計
画
的
に

業
務
に
取
り
組
み
、
高
い
コ
ス

ト
意
識
と
経
営
感
覚
を
備
え
た

職
員
で
あ
る
こ
と
を
強
く
求
め

て
い
る
。

　

第
５
次
総
合
振
興
計

画
実
施
や
奄
振
の
改
正

に
向
け
て
、
本
町
の
み
な
ら
ず

奄
美
全
体
が
一
丸
と
な
っ
て
走

り
出
し
て
い
る
こ
の
時
期
に
、

何
故
、
早
々
と
続
投
宣
言
し
な

い
の
か
。

　

私
の
任
期
は
７
月
13

日
ま
で
で
す
。
現
在
、

和
泊
町
に
お
い
て
は
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
多
く
、

こ
れ
か
ら
重
要
な
時
期
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
第
５
次
総
合
振

興
計
画
の
実
現
、
奄
振
法
の
延

長
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
農
業

振
興
等
各
種
施
策
の
推
進
に
先

頭
に
立
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
議
会
を
始
め

町
民
の
ご
支
持
、
ご
協
力
が
い

た
だ
け
た
ら
、
体
力
、
気
力
、

や
る
気
は
十
分
で
あ
り
ま
す
の

で
、
誠
心
誠
意
、
引
き
続
き
全

力
を
傾
注
し
各
種
施
策
の
具
現

化
を
図
り
、
町
民
の
福
祉
向
上

に
取
り
組
む
覚
悟
で
す
。
こ
こ

で
３
期
目
へ
の
出
馬
を
表
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

橋口　和夫議員

町
営
住
宅
、
歩
道
整
備
、
部
活
動
に
つ
い
て

西
原
字
の

町
営
住
宅
に
つ
い
て

　

西
原
字
町
営
住
宅
に

つ
い
て
は
平
成
24
年
９

月
議
会
で
一
般
質
問
し
て
あ
る

が
、
そ
の
後
の
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

入
居
者
が
家
庭
の
事

情
に
よ
り
島
外
に
出
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
住
宅
不
使
用

の
状
況
に
あ
っ
た
が
、
先
月
に

入
り
退
去
が
完
了
し
、
今
月
１

日
か
ら
入
居
し
て
い
る
。

　

　

西
原
字
町
営
住
宅
は

何
故
こ
の
よ
う
な
状
態

に
な
っ
た
の
か
。
又
、
今
後
同

じ
よ
う
な
事
案
が
発
生
し
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
。

　

入
居
者
か
ら
事
前
の

連
絡
が
な
く
、
後
日
、

離
島
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し

た
。
住
宅
の
使
用
料
や
水
道
料

金
等
が
納
入
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
一
時
的
な
離
島
で
、
い
ず

れ
帰
島
す
る
も
の
と
考
え
て
い

た
。
昨
年
１
月
に
本
人
か
ら
退

去
す
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
が
、

約
束
の
期
間
に
退
去
さ
れ
な
か

っ
た
。
再
三
に
わ
た
り
電
話
や

文
書
に
よ
る
明
け
渡
し
請
求
を

行
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
事
案

に
対
し
今
後
は
、
住
宅
を
１
カ

月
以
上
使
用
し
な
い
場
合
は
、

住
宅
不
使
用
の
条
件
を
定
め
、

止
む
を
得
な
い
場
合
は
強
制
退

去
も
実
施
で
き
る
よ
う
な
措
置

を
講
じ
て
い
く
。

国
頭
小
学
校
通
学
路
の
歩
道

整
備
に
つ
い
て

　

小
学
校
西
門
か
ら
県

道
へ
の
通
学
路
の
道
幅

が
狭
く
カ
ー
ブ
に
な
っ
て
お
り
、

児
童
の
通
学
が
大
変
危
険
な
状

況
に
あ
る
が
、
安
心
安
全
を
確

保
す
る
た
め
歩
道
の
整
備
は
で

き
な
い
か
。

　

平
成
24
年
度
に
行
わ

れ
た
通
学
路
緊
急
合
同

点
検
に
お
い
て
道
路
の
幅
員
が

狭
い
う
え
、
見
通
し
も
悪
く
、

歩
道
の
設
置
が
必
要
な
要
対
策

箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
和

泊
小
学
校
地
区
で
３
路
線
の
整

備
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
こ

れ
ら
事
業
の
進
捗
状
況
を
見
な

が
ら
順
次
実
施
し
て
い
く
。

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て

　

現
在
、
部
活
動
で
の

体
罰
が
社
会
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
本
町
に
お
け
る
指

問答

問答問

答

答

答 答

問

問

問

導
者
へ
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に

図
っ
て
い
る
か
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、

現
在
そ
の
よ
う
な
事
案

の
報
告
は
受
け
て
い
な
い
。
し

か
し
、
体
罰
は
学
校
教
育
法
で

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
決
し
て
許

さ
れ
る
行
為
で
は
な
い
。
文
部

科
学
省
か
ら
も
先
日
実
態
把
握

の
調
査
依
頼
が
あ
り
、
各
学
校

に
詳
細
な
調
査
を
お
願
い
し
て

い
る
。
本
町
に
お
け
る
ス
ポ
ー

ツ
指
導
者
の
指
導
方
法
と
し
て

は
、
県
教
育
委
員
会
の
作
成
し

た
「
運
動
部
活
動
の
手
引
き
」

に
基
づ
い
て
部
活
動
の
運
営
を

行
う
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　

中
学
校
の
部
活
動
で

生
徒
数
の
減
少
に
伴
い
、

休
部
状
態
に
な
り
そ
う
な
部
が

あ
る
が
、
生
徒
の
各
種
ス
ポ
ー

ツ
に
対
す
る
気
力
を
失
わ
せ
な

い
為
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
く
か
。

　

生
徒
数
や
部
員
数
の

推
移
を
見
な
が
ら
、
生

徒
・
保
護
者
の
希
望
を
聞
き
、

必
要
に
応
じ
、
統
廃
合
を
検
討

す
る
よ
う
学
校
へ
は
指
導
し
て

い
く
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
他

校
と
の
合
同
チ
ー
ム
が
組
め
な

い
か
各
学
校
間
で
協
議
す
る
事

早期着工が望まれる通学路
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に
な
る
。
現
在
、
城
ケ
丘
中
学

校
の
野
球
部
が
田
皆
中
学
校
と

合
同
チ
ー
ム
を
組
み
、
各
種
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。

児玉　実隆議員

空
き
家
等
の
適
正
管
理
条
例
、
赤
土
流
失
防
止
、

教
育
行
政
に
つ
い
て

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

町
民
の
生
活
環
境
の

保
全
、
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
的
に
、

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
に
関

し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
管
理
不
全
な
状
態

に
な
る
こ
と
を
未
然
防
止
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、
条

例
制
定
の
考
え
は
な
い
か
。

　

近
年
、
全
国
的
に
、

空
き
家
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
町
内
に
お
い

て
も
、
近
年
、
空
き
屋
等
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
議
員
の
質
問

に
あ
る
と
お
り
、
適
正
に
管
理

す
る
条
例
の
整
備
が
急
が
れ
る

が
、
今
回
提
案
の
「
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
」

に
お
い
て
は
、「
勧
告
」
の
段
階

か
ら
一
歩
進
め
た
「
空
き
家
の

除
去
等
」
の
対
応
ま
で
で
き
る

よ
う
な
対
策
も
含
め
た
制
度
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。

赤
土
流
出
の
防
止
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
度
、
平
成

24
年
度
と
２
年
に
わ
た

り
集
中
豪
雨
で
赤
土
流
出
に
よ

る
民
家
等
へ
の
被
害
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
な
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
か
。

　

赤
土
流
出
防
止
に
つ

い
て
は
、
大
島
支
庁
沖

永
良
部
事
務
所
を
中
心
と
し
て

「
沖
永
良
部
地
域
赤
土
等
流
出
防

止
対
策
連
絡
協
議
会
」
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
建
設
業
者
に
対

し
て
工
事
に
お
け
る
赤
土
流
出

防
止
の
対
策
工
法
に
つ
い
て
の

説
明
・
指
導
等
の
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
喜
美
留
字
に
お
い

て
被
災
が
発
生
し
た
原
因
と
し

て
、
流
域
の
排
水
が
入
田
池
へ

集
中
し
て
い
る
と
い
う
事
も
あ

り
、「
県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業（
担
い
手
育
成
型
）上
原
地
区
」

に
よ
り
、
本
年
度
洪
水
対
策
の

た
め
の
実
施
設
計
を
行
っ
て
い

る
。
内
容
と
し
て
排
水
を
下
流

に
あ
る
既
存
の
沈
砂
池
と
入
田

池
へ
分
水
し
、
さ
ら
に
入
田
池

横
の
県
有
地
に
洪
水
調
整
池
を

設
け
る
こ
と
で
、
貯
水
量
の
調

整
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

25
年
度
教
育
行
政
の

重
点
施
策
の
中
で
指
導

者
の
資
質
向
上
と
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
指
導
を

し
て
い
く
か
。

　

教
職
員
の
資
質
に
は
、

教
科
の
指
導
力
、
学
級

の
経
営
能
力
、
児
童
生
徒
へ
の

対
応
能
力
、
校
務
の
運
営
能
力

等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
資
質
を

向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
沖
永
良

部
秋
季
教
育
研
究
大
会
等
の
研

究
会
や
各
主
任
・
担
当
者
研
修

会
を
実
施
し
た
り
、
校
内
研
修

の
充
実
を
図
っ
た
り
し
て
い
る
。

　

運
動
部
の
指
導
者
と

し
て
顧
問
教
員
は
指
導

力
等
の
資
質
に
適
合
し
て
い
る

か
。

　

中
学
校
に
お
い
て
は
、

運
動
部
の
顧
問
教
員
が
、

自
ら
担
当
す
る
部
活
動
の
競
技

に
つ
い
て
必
ず
し
も
専
門
的
な

知
見
や
技
術
が
十
分
で
な
く
、

職
員
構
成
上
、
担
当
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

場
合
は
、
外
部
指
導
者
を
積
極

的
に
活
用
し
、
競
技
レ
ベ
ル
の

向
上
を
目
指
し
て
い
る
。
運
営

面
で
は
、
顧
問
教
員
が
生
徒
の

実
態
を
よ
り
的
確
に
把
握
し
て

い
る
こ
と
、
部
活
動
が
学
校
の

教
育
活
動
の
一
部
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

顧
問
教
員
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
。

永野　利則議員

農
業
振
興
、
畜
産
振
興
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

生
産
技
術
の
向
上
や

流
通
ル
ー
ト
の
整
備
な

ど
に
よ
り
球
根
・
切
花
の
生
産

が
拡
大
さ
れ
、
長
年
に
わ
た
り

島
の
経
済
を
支
え
て
き
た
え
ら

ぶ
百
合
だ
が
、
百
合
球
根
に
お

い
て
は
減
産
の
一
途
を
た
ど
り

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に

あ
る
。
今
後
、
百
合
球
根
の
再

生
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　

花
き
品
種
の
多
様
化

や
輸
入
球
根
と
の
競
合

等
に
よ
る
球
根
単
価
の
低
下
に

加
え
、
生
産
条
件
の
厳
し
さ
な

ど
に
よ
り
、
生
産
量
が
減
少
し

て
い
る
。
さ
ら
に
一
昨
年
の
５

月
の
台
風
被
害
に
よ
り
生
産
量

が
減
少
し
、
昨
年
も
そ
の
影
響

で
減
産
と
な
っ
て
い
る
。
取
引

商
社
側
か
ら
は
も
っ
と
球
根
が

必
要
で
あ
る
と
の
意
見
も
あ
り
、

産
地
と
し
て
増
産
が
必
要
と
な

っ
て
お
り
品
質
向
上
対
策
を
今

後
と
も
推
進
す
る
必
要
が
る
。

答

答

答

問

問

問

台風被害にあった所有者不在の倉庫

問問 答

答
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生
産
面
で
は
、
現
在
、
優
良
球

根
生
産
者
に
リ
ン
ペ
ン
増
殖
を

お
願
い
し
、
生
産
意
欲
の
あ
る

農
家
に
種
球
を
提
供
し
て
増
産

に
つ
な
げ
る
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
成
果
を
見
な
が
ら
更

な
る
検
討
を
し
て
い
く
。

　

昨
年
の
大
型
台
風
襲

来
に
よ
っ
て
大
き
な
被

害
を
受
け
た
基
幹
作
物
で
あ
る

さ
と
う
き
び
の
収
穫
が
最
盛
期

に
入
る
と
共
に
、
春
植
の
時
期

に
か
か
っ
て
い
る
が
、
申
告
面

積
及
び
、
春
植
用
苗
の
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

沖
永
良
部
さ
と
う
き

び
生
産
対
策
本
部
に
よ

る
と
、
申
告
面
積
は
１
０
８
ha

と
の
こ
と
。
春
植
用
苗
の
申
し

込
み
は
、
39 

ha
分
の
申
し
込
み

が
あ
る
、
沖
永
良
部
開
発
組
合

に
お
い
て
40 

ha
分
は
供
給
可
能

で
あ
る
。
さ
と
う
き
び
生
産
対

策
本
部
に
お
い
て
も
、
追
加
申

し
込
み
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、

９
ha
分
の
苗
と
し
て
個
人
圃
場

を
確
保
し
て
い
る
。

畜
産
振
興
に
つ
い
て

　

本
県
は
国
内
有
数
の

畜
産
県
で
あ
り
郡
島
内

で
は
あ
ま
み
牛
と
し
て
セ
リ
市

に
上
場
さ
れ
て
い
る
が
、
先
の

相
次
ぐ
台
風
被
害
に
加
え
、
高

齢
化
に
伴
う
畜
産
離
れ
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。
上
場
頭
数
が
減

少
し
て
い
く
と
購
買
者
誘
致
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
と
思
う
が
、

今
後
の
畜
産
振
興
を
ど
の
よ
う

に
図
っ
て
い
く
の
か
。

　

毎
年
２
月
１
日
に
実

施
し
て
い
る
調
査
に
よ

る
と
、
農
家
戸
数
が
前
年
か
ら

13
戸
減
の
２
０
０
戸
、
飼
養
頭

数
が
94
頭
減
の
２
，
４
６
３
頭

と
な
っ
て
い
る
。
13
戸
の
う
ち

の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
化
に
よ
る

廃
業
で
あ
る
。
畜
産
振
興
の
大

き
な
課
題
と
し
て
、
後
継
者
育

成
と
経
営
の
安
定
化
の
２
点
が

問

問

答

答

側枝苗の調査をする経済建設委員

あ
げ
ら
れ
る
。
現
在
、
若
手
畜

産
農
家
の
育
成
を
目
的
に
、
青

年
部
創
設
を
計
画
中
で
あ
り
、

各
支
部
に
お
け
る
ヘ
ル
パ
ー
活

動
等
の
組
織
化
や
若
手
農
家
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
、
畜
産
全

体
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く

も
の
と
し
て
、
町
と
し
て
も
そ

の
体
制
整
備
を
支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
女
性
部
の
活
動
も
充
実

し
て
お
り
、
関
係
機
関
と
連
携

し
て
支
援
し
て
い
く
。
経
営
安

定
に
は
、
生
産
性
の
向
上
と
コ

ス
ト
の
低
減
が
必
要
と
な
る
が
、

衛
生
管
理
の
徹
底
や
飼
養
管
理

技
術
の
向
上
、
良
質
飼
料
の
生

産
や
耕
畜
連
携
に
よ
る
飼
料
増

産
な
ど
、
関
係
機
関
一
体
と
な

っ
て
、
そ
の
推
進
に
努
め
て
い

く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

全
国
で
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
る
体
罰
に
つ

い
て
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

毎
回
の
管
理
職
研
修

会
で
、
教
職
員
の
服
務

規
律
の
厳
正
確
保
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
る
。
体
罰
は
法
的
に

も
禁
止
さ
れ
、
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
あ
り
、
各
学
校
で

は
管
理
職
か
ら
職
員
へ
具
体
的

な
指
導
が
な
さ
れ
て
い
る
。
各

学
校
の
校
内
研
修
で
は
生
徒
指

導
に
関
す
る
内
容
も
必
ず
取
り

上
げ
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応

じ
た
適
切
な
指
導
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

町
内
の
幼
稚
園
・
小

中
学
校
に
通
園
、
通
学

す
る
児
童
生
徒
に
対
す
る
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
対
策
は
ど

の
よ
う
に
行
な
っ
て
い
る
か
。

　

例
年
２
学
期
末
に
文

部
科
学
省
か
ら
「
今
冬

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
に
つ

い
て
」
と
い
う
通
知
が
発
出
さ

問答

問答

れ
る
の
で
、
そ
の
通
知
を
も
と

に
幼
稚
園
・
小
中
学
校
に
は
２

学
期
中
に
文
書
で
対
策
を
示
し
、

流
行
期
に
入
る
前
の
管
理
職
研

修
会
で
予
防
の
徹
底
を
指
導
し

て
い
る
。
現
在
、
幼
稚
園
・
小

中
学
校
で
は
感
染
症
に
よ
る
欠

席
者
数
を
入
力
す
る
シ
ス
テ
ム

が
稼
動
し
て
お
り
、
各
学
校
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
欠
席
者
は
す

ぐ
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
罹
患
者
数
が
増
え
そ
う

な
と
き
は
、
各
学
校
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
メ
ー
ル
で
予
防
や
感
染
拡
大

防
止
の
対
策
を
取
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

芋髙　生三　議員

物
価
高
是
正
、
教
育
行
政
、
消
費
税
、

高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

物
価
高
是
正
に
つ
い
て

　

法
改
正
に
向
け
て
こ

れ
ま
で
に
な
い
盛
り
上

が
り
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
要
望

活
動
を
し
、
又
、
ど
れ
だ
け
の

成
果
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

　

輸
送
コ
ス
ト
や
航
空

運
賃
の
負
担
軽
減
を
中

心
に
、「
奄
美
農
業
創
出
支
援
事

業
に
お
け
る
補
助
率
の
嵩
上
げ

と
平
張
施
設
の
共
同
利
用
要
件

の
緩
和
」、「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
の
補

助
事
業
に
よ
る
導
入
」、「
鹿
児

島
新
港
に
お
け
る
農
産
物
荷
捌

き
施
設
の
整
備
」
等
に
つ
い
て

の
要
望
を
行
っ
て
き
た
。
奄
振

法
の
改
正
前
に
、
沖
振
法
や
離

振
法
で
輸
送
コ
ス
ト
支
援
対
策

や
航
空
運
賃
軽
減
対
策
が
整
備

問

答
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さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
第
一
歩

だ
と
考
え
て
お
り
、
奄
振
法
の

改
正
に
お
い
て
も
法
整
備
が
な

さ
れ
る
よ
う
、
鹿
児
島
県
と
奄

美
群
島
が
一
体
と
な
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
最
も
大
事
で
あ
り
、

完
成
し
た
奄
美
群
島
成
長
戦
略

ビ
ジ
ョ
ン
を
基
に
し
っ
か
り
と

国
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

教
育
行
政
に
つ
い
て

　

大
島
郡
の
学
力
の
底

上
げ
が
県
の
学
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
の
見
解
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
何
故
、
大
島
郡

な
の
か
、
又
、
学
力
向
上
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
具
体
的
対
策

を
講
じ
て
い
く
の
か
。

　

大
島
地
区
の
結
果
は

小
学
校
段
階
で
は
県
平

均
と
比
較
し
て
ほ
と
ん
ど
差
は

な
い
が
、
中
学
校
段
階
で
学
年

が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
県
平
均

と
の
差
が
大
き
く
な
る
傾
向
が

あ
る
。
要
因
と
し
て
は
、
他
地

区
に
比
べ
て
入
試
競
争
が
激
し

く
な
い
こ
と
や
進
路
に
関
す
る

保
護
者
の
意
識
の
違
い
な
ど
を

背
景
と
し
て
、
学
習
意
欲
が
乏

し
く
宅
習
時
間
が
短
く
、
塾
に

通
う
生
徒
も
少
な
い
こ
と
な
ど

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
学
力
向

上
対
策
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

各
種
研
修
会
の
実
施
、
校
内
研

修
会
へ
の
指
導
主
事
派
遣
、
管

理
職
研
修
会
で
の
学
力
向
上
の

取
り
組
み
の
指
導
を
３
本
柱
に

進
め
て
き
た
。
ま
た
、
学
校
・

家
庭
が
連
携
し
て
、
ノ
ー
テ
レ

ビ
デ
ー
、
60･

90
運
動
を
推
進

し
て
い
る
。

消
費
税
に
つ
い
て

　

郡
内
で
は
実
質
６
％

の
消
費
税
を
払
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
国
に
対
し
て
し
っ
か
り

こ
の
不
公
平
性
を
訴
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
税
の
還
付
は
で
き

な
い
の
か
。

　

実
質
、
多
く
の
消
費

税
を
全
国
の
離
島
に
お

い
て
支
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
国
に
対
し
て
も
全
国
離
島

振
興
協
議
会
を
中
心
に
引
き
続

き
強
く
要
望
し
て
い
く
。
消
費

税
を
支
払
う
の
は
モ
ノ
や
サ
ー

ビ
ス
を
「
消
費
」
す
る
消
費
者

で
、
納
め
る
の
は
消
費
者
か
ら

消
費
税
を
預
っ
た
事
業
者
で
あ

る
。
そ
の
消
費
税
の
還
付
を
受

け
る
た
め
に
は
、
消
費
税
法
第

９
条
第
１
項
に
規
定
さ
れ
た
課

税
売
上
が
１
千
万
円
を
超
え
る

課
税
事
業
者
に
な
ら
な
け
れ
ば

伊集院　徳二議員

国
の
新
規
事
業
と
財
源
、
農
業
振
興
、
奄
振
に
つ
い
て

国
の
新
規
事
業
と
財
源
に
つ

い
て

　

平
成
25
年
度
の
新
規

ソ
フ
ト
事
業
の
計
画
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

平
成
25
年
度
当
初
予

算
で
計
上
予
定
だ
っ
た

単
独
ソ
フ
ト
事
業
を
集
約
し
て
、

各
小
学
校
区
活
性
化
の
た
め
、

全
額
、
国
庫
補
助
事
業
の
過
疎

集
落
等
自
立
再
生
緊
急
対
策
事

業
費
と
し
て
６
，
３
１
０
万
円

を
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
当
初
予
算

に
お
い
て
は
、
高
校
生
の
通
学

用
バ
イ
ク
の
ガ
ソ
リ
ン
代
を
補

助
す
る
、
離
島
高
校
生
就
学
支

援
事
業
費
と
し
て
76
万
２
千
円

を
計
上
し
た
ほ
か
、
今
年
度
は

奄
美
群
島
復
帰
60
周
年
と
な
る

こ
と
か
ら
、
記
念
事
業
費
と
し

て
１
３
１
万
８
千
円
を
計
上
し

た
。

　

政
権
交
代
に
伴
い
東

日
本
大
震
災
の
財
源
確

保
の
為
、
基
準
財
政
需
要
額
の

マ
イ
ナ
ス
１
．
１
％
減
額
が
打

ち
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
町
に

及
ぼ
す
影
響
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

国
の
平
成
25
年
度
地

方
財
政
計
画
に
お
い

答

答

答 な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
一
般
の

消
費
者
へ
の
消
費
税
の
還
付
は
、

制
度
上
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

　

高
齢
者
医
療
に
つ
い

て
は
多
額
の
予
算
が
毎

年
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
医
療

費
の
抑
制
に
向
け
た
対
策
は
講

じ
ら
れ
て
い
る
か
。

　

歳
出
の
約
６
割
を
占

め
る
保
険
給
付
費
の
う

ち
、
約
４
割
は
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
前
期
高
齢
者
の
医
療
費

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
国
民
健

康
保
険
に
お
け
る
一
人
当
た
り

医
療
費
に
は
、
県
内
の
医
療
費

の
低
い
順
で
平
成
20
年
度
・
21

年
度
は
１
位
、
平
成
22
年
度
・

23
年
度
は
２
位
と
い
う
状
況
で

あ
る
。
昨
年
の
10
月
か
ら
65
歳

問

問

問

毎週月曜日に行われる「高齢者パワ
ートレーニング」約 80 名の元気高齢
者が参加。

答

答

問

問

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、

高
齢
者
元
気
度
ア
ッ
プ
・
ポ
イ

ン
ト
事
業
、
重
複
・
頻
回
受
診

者
の
訪
問
指
導
事
業
、
人
間
ド

ッ
ク
助
成
事
業
、
各
種
が
ん
検

診
助
成
事
業
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
の
利
用
勧
奨
等
を
実
施

し
、
医
療
費
の
適
正
化
を
図
っ

て
い
る
。
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て
、
防
災
・
減
災
事
業
や
地
域

の
活
性
化
等
の
緊
急
課
題
へ

対
応
す
る
た
め
、
歳
出
に
８
，

５
２
３
億
円
の
特
別
枠
を
計
上

し
、
そ
の
財
源
と
し
て
、
地
方

公
務
員
に
お
い
て
も
国
家
公
務

員
と
同
様
の
給
与
削
減
を
実
施

す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
普

通
交
付
税
か
ら
地
方
公
務
員

給
与
費
を
削
減
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
本
町
へ
の
影
響
額

は
、
歳
入
の
50
％
超
を
地
方
交

付
税
に
依
存
し
て
い
る
の
で
、

３
千
７
０
０
万
円
の
減
額
の
影

響
は
非
常
に
大
き
い
も
の
で
あ

る
。

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

に
よ
っ
て
地
方
交
付
税

の
算
定
が
見
直
さ
れ
る
と
聞
く

が
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
な
の
か
。

　

具
体
的
に
は
歳
出
特

別
枠
と
し
て
地
域
活
性

化
事
業
に
充
て
る
「
地
域
の
元

気
づ
く
り
推
進
費
」
と
し
て
基

準
財
政
需
要
額
に
算
定
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
に
よ
る
加
算
に
つ

い
て
は
、
加
算
対
象
と
な
る
。

総
務
省
か
ら
示
さ
れ
た
算
定
方

法
を
も
と
に
試
算
し
た
と
こ
ろ
、

２
千
３
０
０
万
円
程
度
基
準
財

答 問

政
需
要
額
で
増
額
と
な
る
見
込

で
あ
る
。

　
「
前
政
権
時
代
に
あ
っ

た
経
済
対
策
の
「
き
め

細
か
な
交
付
金
事
業
」、「
公
共

投
資
臨
時
交
付
金
事
業
」、「
住

民
生
活
に
光
を
そ
そ
ぐ
交
付
金

事
業
」
に
代
わ
る
事
業
は
ど
の

よ
う
な
事
業
が
計
画
さ
れ
て
い

る
か
。」　

地
方
の
資
金
調
達
に

配
慮
し
経
済
対
策
に
迅

速
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た

め
、
今
回
限
り
の
特
別
措
置
と

し
て
、「
地
域
の
元
気
臨
時
交
付

金
」
が
創
設
さ
れ
た
。

農
業
振
興
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
人
・
農
地

プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
「
青
年
就

農
給
付
金
事
業
」
の
実
績
と
対

象
者
又
、
地
域
担
い
手
育
成
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　

今
年
度
は
６
名
の
農

業
者
へ
給
付
金
が
支
給

さ
れ
る
。
担
い
手
育
成
に
つ
い

て
は
、
県
農
業
普
及
課
と
連
携

し
て
就
農
相
談
や
新
規
就
農
者

研
修
会
等
を
行
い
自
己
研
鑽
や

個
々
の
農
家
に
お
い
て
は
経
営

状
況
を
把
握
し
改
善
を
図
る
た

め
、
農
業
簿
記
研
修
会
を
実
施

し
て
い
る

　

昨
年
の
台
風
15
・

16
・
17
号
に
よ
る
畜
舎

を
含
め
た
農
業
用
施
設
の
復
旧

県
単
事
業
の
要
領
・
要
綱
は
ど

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
。

　

事
業
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、「
機
能
強
化
を
伴

っ
た
復
旧
を
行
う
も
の
で
あ
る

こ
と
」
と
「
自
然
災
害
を
補
償

の
対
象
に
含
む
農
業
共
済
、
民

間
の
損
害
保
険
・
共
済
の
い
ず

れ
か
に
加
入
し
て
い
る
も
の
、

又
は
、
整
備
後
、
確
実
に
加
入

が
見
込
め
る
も
の
」
が
要
件
と

な
っ
て
お
り
、
補
助
率
は
１
／

２
以
内
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
の
耕
地
面
積
に

占
め
る
農
業
施
設
の
割

合
と
共
済
保
険
の
加
入
率
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

耕
地
面
積
２
，
３
７
０

ha
に
対
し
、
農
業
用
施

設
の
整
備
面
積
は
７
５
．
７
ha

と
把
握
し
て
い
る
、
そ
の
割
合

は
約
３
．
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

共
済
加
入
率
に
つ
い
て
は
、
加

入
戸
数
で
22
戸
、
加
入
施
設
面

積
が
５
．
３
ha
で
、
施
設
面
積

割
で
約
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

奄
振
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
度
末
、
法

改
正
に
向
け
て
現
在
ど

の
よ
う
な
取
組
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

本
町
独
自
の
取
組
と

し
て
、
去
る
２
月
に
沖

永
良
部
高
等
学
校
の
３
年
生
を

対
象
に
、
知
名
町
と
共
同
で
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
町

民
を
対
象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
現
在

集
計
中
で
あ
る
。
計
画
に
つ
い

て
は
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
奄

美
群
島
成
長
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
に

基
づ
き
基
本
計
画
と
実
施
計
画

の
策
定
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

る
。

　

平
成
26
年
度
予
算
の

概
算
要
求
と
奄
振
の
改

正
と
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
く

る
の
か
。

　

平
成
26
年
度
か
ら
改

正
さ
れ
る
奄
振
法
と
な

る
こ
と
を
前
提
に
奄
振
事
業
非

公
共
事
業
に
対
し
て
の
予
算
要

求
が
平
成
24
年
12
月
か
ら
実
施

さ
れ
て
お
り
、「
農
林
水
産
物
の

輸
送
コ
ス
ト
へ
の
支
援
や
航
空

運
賃
の
低
減
化
」
等
、
奄
美
全

体
で
取
組
む
事
案
に
つ
い
て
は
、

奄
美
群
島
広
域
事
務
組
合
で
、

交
付
金
化
に
向
け
た
法
の
整
備

を
予
定
し
要
望
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問答答

答

答

答

答

問

問問

問問



平成 25 年２月６日、本町長浜館に

て開催され本町から「鹿児島新港区

における農産物荷捌場の施設整備に

ついて」、知名町から「輸送運賃・

航空運賃支援事業の創設について」、

与論町から「流通コスト（海上運賃

等）支援事業の創設について」が提

出議題として出され、全会一致で採

択し、鹿児島県知事へ採択された３

件を要望書として提出した。

本町から提出された議題
「鹿児島新港区における農産物荷捌場の施設整備について」

平成 23 年度以降に国が集中整備する「重点港湾」として、全国に１０３ある重点港湾の中で、奄

美群島と沖縄を結ぶ鹿児島新港区は、北埠頭との統合も見直しされ、複合一貫輸送ターミナル改修

事業として本格着工しております。

　現在、離島から鹿児島新港区に上がった農産物は雨天時には、ダンボールが雨に打たれ水分を含

み、市場に到着するまでに破損するという状態にあり、特に花きについては夏場、外気との温度差

が大きく水滴が発生し、市場到着時には蒸れによる腐敗が発生しているという状況にあります。

　花き栽培が盛んな本町では、市場まで鮮度保持されながら輸送するために、経費をかけ、真空予

冷の整備をし、又、海上輸送時においては冷蔵コンテナを使用する等の手段を講じ、自助努力して

きているところでありますが、前述のとおり荷捌場の整備がなされていないため、品質の劣化によ

り市場の信頼性を損ない、責任産地としての充分な役割が担えず生産農家の手取り額にも影響して

いるところであります。

　このようなことから、本土生産農家並みの輸送体系を確立するため、鹿児島新港区に上がったコ

ンテナが鮮度保持されながら、輸送できる物流の拠点施設として物流ターミナルの整備が必要不可

欠となっております。Ａライン及びマリックスラインの両海上輸送会社が共に利用でき、大型車が

安全に積み込みのできる充分なスペースと天候に左右されない上屋付きの分荷施設建設の実現を強

く要望するものであります。

沖永良部・与論地区議員大会

平成25年４月25日発行／第119号 和泊町議会だより ⑫

提出議題の趣旨を訴える永野利則経済建設常任委員会委員長



改正奄美群島振興開発特別措置法調査特別委員会視察研修報告
日　時　平成 25 年１月７日～９日
調査地　沖縄県
参加者
伊集院徳二、沖　　充、桂　弘一、橋口和夫、
中田隆洋、児玉実隆
目　的　改正奄美群島振興開発特別措置法に
向けて先進県の改正沖縄振興特別措置法の研
修のため。

調査事項
（沖縄県庁）①沖振法の重点施策とはどのよう
なものか。②重点施策の中で海上運賃支援事
業（農林水産物流通条件不利性解消事業）が
どのような形で実施することが出来たのか。
③沖縄特区構想は、現在どのような形になっ
ているのか。④首里城の建設に向けてどのような取り組みをしてきたのか。⑤宗教法人との関係は。
⑥離島についてどのような支援策を行っているのか。
（沖縄県物産公社）①沖縄の物産をどのような方法で販売しているのか。②県外の店舗がどのよう
に運営されているのか。
（ＪＡ沖縄中央会・沖縄花卉園芸農業協同組合）①一括交付金の中でどのような形で海上輸送運賃
の支援事業枠が取得できたのか。②農業用施設の将来の計画の考え方は。
　今回の沖縄県への改正沖振法への取組についての調査・研修については次期奄振の改正に向けて
大変参考になった。説明を聞く上で肌で感じたのが、鹿児島県と違い県庁所在地の本島そのものが
離島だと言う認識を持った諸政策が展開されている事だ。沖縄県は本土と違い米軍の基地が国内の
70％強集約されている。そのような特殊事情があるから国の予算も、すべてに恵まれていると言う
見方もある。国においては特別措置法で守られている地域が４地域ある。沖縄県、小笠原諸島、奄
美群島、全国離島である。その中で公共事業に関する補助率の一番高い地域は沖縄県である。また、
今回の法改正で一番大きく変わったのは、沖縄振興交付金（一括交付金）を勝ち取った事だ。今ま
での、しがらみのあった補助事業が知恵と工夫で推進できるようになった。農業関連事業のソフト
交付金の中で一番の目玉は 10 年係りで実現にこぎつけた、農林水産物流通条件不利性解消事業が
ある。県が定める農林水産物（戦略品目）を本土に向け出荷する場合の輸送コストの支援に要する
経費を計上したこと。また、共済加入率改善等を計る為、園芸施設共済及び、畑作物共済の農家負
担金を一部支援するための経費を計上し、沖縄型農業共済制度推進事業を確立したこと等、沖縄県
の抱える農業施策の課題をソフト交付金の中できめ細かに事業化に取り組んでいる。また、沖縄県
の離島対策としても、航空会社や船会社の離島割引だけでなく沖縄離島住民等交通コスト負担軽減
事業。離島の定住条件の整備を図るため、割高な船運賃及び航空運賃を低減するため基本的にはＪ
Ｒ新幹線の料金を基本に、また、地域住民の希望運賃も参考にしながら、離島住民等の交通コスト
の負担軽減を実現している。今回の法改正に当たっては、台風の常襲地帯である奄美が住民の生命
と財産を守る観点からライフラインの整備も大きな課題である。産業活性化の施策、住民の生活安
定及び福祉の向上に資する施策、住民本位による自立的発展に結びつく施策。そのためには新たな
制度設計と支援の在り方が求められていると思いますので、法の延長と予算の充実を強く求めてい
きたいと思います。

平成25年４月25日発行／第119号⑬ 和泊町議会だより

活発な意見交換が行われた。
（写真：沖縄花卉園芸農業共同組合にて）



平成25年４月25日発行／第119号 和泊町議会だより ⑭

編
集
後
記

成
25
年
第
１
回
定
例

会
が
３
月
５
日
か
ら

15
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
月
議
会
は
、
町
長
の
施

政
方
針
、
６
名
の
一
般
質
問

に
続
き
、
条
例
と
平
成
24
年

度
の
補
正
予
算
の
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25

年
度
の
当
初
予
算
（
案
）
を
、

設
置
さ
れ
た
「
予
算
審
査
特

別
委
員
会
」
に
お
い
て
、
担

当
課
よ
り
予
算
説
明
を
受
け
、

「
町
民
生
活
に
直
結
す
る
予
算

の
審
議
」
と
の
意
識
で
、
各

委
員
が
活
発
な
質
疑
を
行
い

議
決
致
し
ま
し
た
。
私
達
議

員
は
、
財
政
の
厳
し
い
状
況

の
中
、
限
ら
れ
た
予
算
が
効

果
的
に
執
行
さ
れ
る
よ
う
に
、

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
文
責　

沖　
　
　

充
）

平議
　
　
長	

和
　
　
正
巳

議
会
報
編
集
委
員

委
員
長	

児
玉
　
実
隆

副
委
員
長	

橋
口
　
和
夫

委
　
　
員	

沖
　
　
　
充

同
　
　
　	

中
田
　
隆
洋

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会
採
択

●
商
工
会
に
対
す
る
平
成
25
年
度
補
助
金
等
に
対

す
る
要
望
書

　

事
業
計
画
書
及
び
関
係
団
体
と
慎
重
に
協
議
を

重
ね
た
結
果
、
平
成
25
年
度
和
泊
町
一
般
会
計
予

算
に
計
上
し
た
。

●
平
成
25
年
度
商
店
街
街
路
灯
工
事
（
継
続
）
に

関
す
る
要
望
書

　

事
業
計
画
及
び
関
係
団
体
と
慎
重
に
協
議
を
重

ね
た
結
果
、
昨
年
同
様
平
成
25
年
度
和
泊
町
一
般

会
計
予
算
に
計
上
し
た
。

●
要
望
書
（
地
域
振
興
に
一
定
の
役
割
を
果
た
す

設
備
投
資
に
対
す
る
利
子
補
給
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
）

　

観
光
連
盟
の
設
備
投
資
は
、
観
光
の
み
な
ら
ず

地
域
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
こ
と
等
も
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
関
係
団
体
と
慎
重
に
協
議
を
重
ね

た
結
果
、
利
子
補
給
制
度
に
伴
う
予
算
を
平
成
25

年
度
和
泊
町
一
般
会
計
予
算
に
計
上
し
た
。

●
和
泊
町
観
光
協
会
に
対
す
る
平
成
25
年
度
補
助

金
等
に
関
す
る
要
望
書

沖
永
良
部
島
観
光
連
盟
の
運
営
強
化
及
び
奄
美
群

島
観
光
物
産
協
会
と
の
連
携
を
前
提
に
、
和
泊
町

観
光
協
会
の
平
成
25
年
度
事
業
計
画
な
ど
に
つ
い

て
関
係
団
体
と
慎
重
に
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
平

成
25
年
度
和
泊
町
一
般
会
計
予
算
に
計
上
し
た
。

採
択
さ
れ
た
陳
情
に
対
す
る
執
行
部

の
処
理
及
び
経
過
報
告

議員奉仕作業

じゃがいも祭り

第
４
回
和
泊
町
民

植
樹
祭

東京沖洲会会長表敬訪問

3・11 被災者への黙祷

２月４日
議会棟前の花壇にハイビスカス 15本、椿 15
本植栽する。

２月９日
　多くの出店が並び行列ができた
バレイショ出発式前の「じゃがい
も祭り」

２月 10日
　後蘭字の町有地にて、町民約１５０人が参
加し、松４００本、シャリンバイ１００本の
植樹が行われた。
　また、植栽後に、「とん汁」も振る舞われた

３月８日
議会に表敬訪問
東京沖洲会会長　竹林　学氏
　　　　　顧問　川畑洋信氏

３月 11日
東日本大震災の被災者に対し議員全員で黙祷を捧げる。
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